
 
 
 

 
 
 
 
 
 

復興まちづくり協議会・地権者連絡会を開催しました 

片岸地区における復興事業のうち、鵜住居川水門及び片岸海岸防潮堤の

整備、土地区画整理事業のスケジュール、産業地区連絡道路整備につい

て説明し、参加者の皆様と意見交換を行いました。 

 

 

 
 

鵜住居川水門及び片岸海岸防潮堤について 

事業工程は、設計が進み地盤が悪いことが明らかになり、

液状化対策等が必要なため、事業期間が長くなる説明を行い

ました。（当初平成 27 年度完成予定から平成 29 年度末完成予

定に変更。） 

現在、鵜住居川の水門工事を進めており、矢板を打ち、工

事スペースを水中から仕切る工事が終わっています。引き続

き水門の土木工事を発注し、本格的な本体工事に進みます。 

片岸海岸は、土地収用手続を進めているほか、仮堤防工事、

水門工事に着手しています。 
 

土地区画整理事業の進捗状況について 

平成24年 3月に認可を得た土地区画整理事業のスケジュールですが、平成30年度までが事業期間となっており、

平成 29 年 9 月（上半期末）の工事完成を目標にしています。なお、宅地の引き渡しは、平成 27 年 9 月に最初の引

き渡しを行い、最後の引き渡しも平成 29 年 9 月までに行う予定で事業を進めていきます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

片 岸 地 区 発行：平成 26 年 5 月

発行元：釜石市復興推進本部

撓 ま ず  屈 せ ず  が ん ば ろ う 釜 石 ！

復興まちづくり協議会・地権者連絡会
ニュースレター 

開催日：平成 26 年 4月 24 日（木）    時 間：18：00～20：00

場 所：市役所第 4庁舎 3階第 7会議室  参加人数：56人 

開催 

概要 

宅地引渡し予定 

※状況に応じて変更する

ことがあります。 

今後の工事スケジュール（案） 



 
 

産業地区連絡道路整備について 

JR 山田線東側に誘致企業の立地等が行われていますが、釜石北インタ

ーチェンジからの交通利便性を高めるため、幅員 9.0m の道路整備を進め

ていきます。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■協議会等に関するお問い合わせ 
釜石市復興推進本部 

TEL：0193-22-2111(内線 132) 
FAX：0193-22-9505 

復興計画の事業進捗等については復興新聞や

市のホームページでも公開しています。 

あわせてご覧ください。 

 同じ片岸の中で 3 年ぐらい宅地引き渡しの時期にズレがあり、工事の進め方や国道移転など何か原因はあるの
か？ 津波で皆同時期に被害を受けており、場所で 2年半も差が付くのは不満であり、精査をお願いしたい。

22.7ha の地区全体を平均 1.1m 造成盛土でかさ上げすると説明しました。その土は片岸の地区外から国道 45

号等を使って運んできますが、その土砂運搬に日数等がかかります。なお、後期となる場所は、国道整備の

工程に 1～3期があり、それに合わせた区画整理の工事展開を設定しているためです。 

 産業地区連絡道路を 14.5m の防潮堤高さで整備してもらえれば、片岸地域は多重防御になる。せっかく道路を
造るので、無理でも JR 山田線以上の高さなど、多重防御となる高さを考慮して設計してほしい。液状化現象な

どもあり、万全を期して防潮堤を造るのだろうが、我々は心配である。 

標高 14.5m の防潮堤と水門ができても、東日本大震災クラスの津波が来ると溢れますが、JR 山田線西側には

水が来ないシミュレーション結果を基に、新しいまちづくりをしています。JR 山田線の下をくぐるガードの

水処理は、ガードの下をかさ上げすることで水路の底を上げ、水が入りにくくします。また、県のほうでは、

県道脇に土手を設けたいと考えており、防潮堤と道路の取り付けと土手の多重防御で守るので、ご安心いた

だきたいです。 

 公営住宅の建設予定地を示し、希望再調査を実施してほしい。公営住宅は建設する毎に入居希望者を募っても、
選定されなかった時の苦痛が大きい。全体像を示して「どこを希望するか」という調査がされるのが望ましい。

意向調査では意向が決まらない方もおられるので、今回はアンケート

ではなく公営住宅の入居申込を行い、確定したいと思います。

道路と宅地の高低差（宅地整備）を確定させるのはこれからです。一

定の高さ以上になれば擁壁が必要となります。方針ができ次第、皆さ

んと調整を図りたいと思います。 

 年に 1回のアンケートでは、意向が動いているのではないか？ 

このような意見をいただきました 

復興事業については、できる限り皆様の期待に応えられるよう進めていきたいと思います。 
１日も早く工事を完成させたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

公営住宅に関する意向変化はかなりあると考えており、「市の計画では各地区で住宅はここに建ちます」と

お示しして、図面を見ていただき、申込を実施しようと思っています。 

 道路に高低差がある土地の場合、擁壁などをまわしてもらえるのか？ 

産業地区連絡道路整備 
（社会資本整備総合交付金事業） 

 事業期間が長すぎる。被災家族のほとんどに高齢者がいる。このままでは片岸に戻る人がまた減るので、事業
期間を短縮してほしい。 

土地の手配、国や県と調整を行いつつ縮める努力はします。この場で工程の短縮期間は言えませんが、ご理

解いただきたく思います。 

 家族が一緒に住める部屋数があれば良いが、ない場合でも、すぐ隣の家を借りることができるようにしてほしい。

2 戸貸しの入居の部屋割りは、隣同士は可能だと思うので、基本は地元協議でまず決めていただきたく、そ

れで決まらなければ市で抽選することを考えています。片岸で被災され、片岸の公営住宅に住んでおられる

方は最優先で入ることができる、その分の数を必ず作るという方針で進めています。 


